
(57)【要約】

【課題】ケーシングの外側から人為的に操作して動力伝

達系の回転を停止し、作業具の取り替え等の作業が簡便

にできるようにする。

【解決手段】ケーシング２にモータ３を内蔵すると共に

外端に作業具４を装着する回転軸５を支持し、前記モー

タ３から回転軸５までの動力伝達系に一体回転する係合

体６を設け、この係合体６に係脱自在に係合して前記回

転軸５の回転をロックするロック部材７を前記ケーシン

グ２にその外側から人為操作可能に設ける。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ケ ー シ ン グ （ ２ ） に モ ー タ （ ３ ） を 内 蔵 す る と 共 に 外 端 に 作 業 具 （ ４ ） を 装 着 す る 回 転 軸
（ ５ ） を 支 持 し 、 前 記 モ ー タ （ ３ ） か ら 回 転 軸 （ ５ ） ま で の 動 力 伝 達 系 に 一 体 回 転 す る 係
合 体 （ ６ ） を 設 け 、 こ の 係 合 体 （ ６ ） に 係 脱 自 在 に 係 合 し て 前 記 回 転 軸 （ ５ ） の 回 転 を ロ
ッ ク す る ロ ッ ク 部 材 （ ７ ） を 前 記 ケ ー シ ン グ （ ２ ） に そ の 外 側 か ら 人 為 操 作 可 能 に 設 け て
い る こ と を 特 徴 と す る 回 転 工 具 。
【 請 求 項 ２ 】
手 持 ち 用 の 把 持 部 （ ２ Ａ ） を 有 す る 側 面 略 Ｌ 字 状 の ケ ー シ ン グ （ ２ ） と 、 こ の ケ ー シ ン グ
（ ２ ） の 把 持 部 （ ２ Ａ ） 内 に 内 蔵 さ れ た モ ー タ （ ３ ） と 、 こ の モ ー タ （ ３ ） の 軸 心 と 略 直
交 す る 軸 心 を 有 し て 前 記 ケ ー シ ン グ （ ２ ） に 支 持 さ れ た 回 転 軸 （ ５ ） と 、 こ の 回 転 軸 （ ５
） の ケ ー シ ン グ （ ２ ） か ら 突 出 さ れ た 外 端 に 着 脱 自 在 に 装 着 さ れ た 作 業 具 （ ４ ） と 、 前 記
モ ー タ （ ３ ） か ら 回 転 軸 （ ５ ） ま で の 動 力 伝 達 系 に 一 体 回 転 自 在 に 設 け ら れ た 係 合 体 （ ６
） と 、 こ の 係 合 体 （ ６ ） に 係 脱 自 在 に 係 合 し て 前 記 回 転 軸 （ ５ ） の 回 転 を ロ ッ ク す る ロ ッ
ク 部 材 （ ７ ） と を 備 え て お り 、 前 記 ロ ッ ク 部 材 （ ７ ） は ケ ー シ ン グ （ ２ ） を 内 外 方 向 に 貫
通 し て い て ケ ー シ ン グ （ ２ ） か ら 外 側 へ 突 出 し た 端 部 に 係 合 方 向 に 人 為 押 動 す る 操 作 部 （
７ Ａ ） を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 回 転 工 具 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 係 合 体 （ ６ ） は ケ ー シ ン グ （ ２ ） 内 の 回 転 軸 （ ５ ） 上 に 嵌 合 固 定 さ れ る 円 筒 形 状 で か
つ 軸 心 と 直 交 す る 係 合 孔 （ ６ Ａ ） を 形 成 し て お り 、 前 記 ロ ッ ク 部 材 （ ７ ） は 前 記 係 合 体 （
６ ） の 係 合 孔 （ ６ Ａ ） に 先 端 が 係 脱 可 能 な ピ ン 形 状 で か つ ケ ー シ ン グ （ ２ ） に 貫 通 し て お
り 、 こ の ロ ッ ク 部 材 （ ７ ） を 離 脱 方 向 に 付 勢 す る 付 勢 手 段 （ ８ ） を 設 け て い る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 回 転 工 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 空 気 工 具 、 電 動 工 具 等 の 回 転 工 具 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
例 え ば 、 グ ラ イ ン ダ は 回 転 軸 の 先 端 に 砥 石 等 の 作 業 具 を 取 り 付 け て ネ ジ 止 め し て お り 、 作
業 具 の 取 り 替 え は 、 回 転 軸 を ス パ ナ で ロ ッ ク し て お い て 、 ネ ジ （ ボ ル ト を 含 む ） を 回 し て
解 除 す る 。 こ の 作 業 具 の 取 り 替 え 作 業 は 、 回 転 軸 の ロ ッ ク と ネ ジ の 回 動 操 作 と を 同 時 に し
な く て は な ら な い た め 、 や り 難 い 作 業 に な っ て い る 。
そ こ で 、 回 転 軸 を ス パ ナ を 使 用 す る こ と な く ロ ッ ク で き れ ば 、 取 り 替 え 作 業 は 非 常 に 簡 単
に な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
前 記 回 転 軸 を ス パ ナ を 使 用 す る こ と な く ロ ッ ク す る 技 術 と し て は 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に
開 示 さ れ た も の が あ る 。 こ の 技 術 は 、 手 持 ち 工 作 機 械 で あ っ て 、 機 械 ハ ウ ジ ン グ と 、 該 機
械 ハ ウ ジ ン グ 内 に 収 納 さ れ た 、 駆 動 モ ー タ と 工 具 収 容 部 と の 間 の 駆 動 力 伝 達 経 路 も し く は
パ ワ ー ト レ ー ン と 、 当 該 手 持 ち 工 作 機 械 の コ ン ト ロ ー ル さ れ て い な い 不 測 の 運 転 状 態 を 検
知 す る た め の 検 出 装 置 と 、 ロ ツ ク 装 置 と が 設 け ら れ て お り 、 該 ロ ッ ク 装 置 が 、 コ ン ト ロ ー
ル さ れ て い な い 不 測 の 運 転 状 態 で パ ワ ー ト レ ー ン を 機 械 ハ ウ ジ ン グ も し く は 該 機 械 ハ ウ ジ
ン グ に 固 定 さ れ た 構 成 部 分 と 形 状 接 続 的 に 結 合 す る よ う に な っ て お り 、 パ ワ ー ト レ ー ン の
回 転 方 向 で は 回 転 不 能 と な る よ う に 機 械 ハ ウ ジ ン グ に 取 り 付 け ら れ た 少 な く と も １ つ の 係
止 部 材 と 、 パ ワ ー ト レ ー ン で パ ワ ー ト レ ー ン と 一 緒 に 回 転 す る 少 な く と も １ つ の ロ ッ ク 部
材 と が 、 互 い に 係 合 さ せ ら れ る よ う に な っ て い る 形 式 の も の に お い て 、 係 止 部 材 と ロ ッ ク
部 材 と が 、 軸 方 向 で ロ ッ ク 部 材 の 回 転 軸 線 の 方 向 で 互 い に 係 合 さ せ ら れ る よ う に な っ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
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特 開 ２ ０ ０ ０ ー ２ ０ ２ ７ ８ ６ 号 公 報 （ 特 許 請 求 の 範 囲 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
前 記 従 来 技 術 は 、 検 出 装 置 で コ ン ト ロ ー ル さ れ て い な い 不 測 の 運 転 状 態 を 検 出 し て 、 ソ レ
ノ イ ド で 係 止 部 材 を ロ ッ ク 部 材 に 係 合 さ せ て 、 パ ワ ー ト レ ー ン の 回 転 を 停 止 さ せ る も の で
あ り 、 ロ ッ ク 装 置 は 非 作 業 中 に 使 用 で き る も の で は な く 、 ま た 、 機 械 ハ ウ ジ ン グ の 外 部 か
ら 人 為 的 に 操 作 で き る も の で は な い 。 そ の た め 、 作 業 具 の 取 り 替 え 等 の た め の パ ワ ー ト レ
ー ン の 回 転 停 止 に は 応 用 が 困 難 で あ る 。
本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 技 術 の 問 題 点 を 解 決 で き る よ う に し た 回 転 工 具 を 提 供 す る こ と
を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 、 動 力 伝 達 系 に 一 体 回 転 自 在 に 設 け た 係 合 体 と 係 脱 自 在 に 係 合 す る ロ ッ ク 部 材 を
、 ケ ー シ ン グ の 外 側 か ら 人 為 的 に 操 作 し て 動 力 伝 達 系 の 回 転 を 停 止 し 、 作 業 具 の 取 り 替 え
等 の 作 業 が 簡 便 に で き る よ う に し た 回 転 工 具 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 に お け る 課 題 解 決 の た め の 具 体 的 手 段 は 、 次 の 通 り で あ る 。
第 １ に 、 ケ ー シ ン グ ２ に モ ー タ ３ を 内 蔵 す る と 共 に 外 端 に 作 業 具 ４ を 装 着 す る 回 転 軸 ５ を
支 持 し 、 前 記 モ ー タ ３ か ら 回 転 軸 ５ ま で の 動 力 伝 達 系 に 一 体 回 転 す る 係 合 体 ６ を 設 け 、 こ
の 係 合 体 ６ に 係 脱 自 在 に 係 合 し て 前 記 回 転 軸 ５ の 回 転 を ロ ッ ク す る ロ ッ ク 部 材 ７ を 前 記 ケ
ー シ ン グ ２ に そ の 外 側 か ら 人 為 操 作 可 能 に 設 け て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ れ に よ っ て 、 ロ ッ ク 部 材 ７ を ケ ー シ ン グ ２ の 外 側 か ら 人 為 操 作 し て 係 合 体 ６ に 係 合 す る
と 、 回 転 軸 ５ の 回 転 を ロ ッ ク す る こ と が で き 、 作 業 具 ４ の 取 り 替 え 等 の 作 業 を 簡 便 に で き
る 。
第 ２ に 、 手 持 ち 用 の 把 持 部 ２ Ａ を 有 す る 側 面 略 Ｌ 字 状 の ケ ー シ ン グ ２ と 、 こ の ケ ー シ ン グ
２ の 把 持 部 ２ Ａ 内 に 内 蔵 さ れ た モ ー タ ３ と 、 こ の モ ー タ ３ の 軸 心 と 略 直 交 す る 軸 心 を 有 し
て 前 記 ケ ー シ ン グ ２ に 支 持 さ れ た 回 転 軸 ５ と 、 こ の 回 転 軸 ５ の ケ ー シ ン グ ２ か ら 突 出 さ れ
た 外 端 に 着 脱 自 在 に 装 着 さ れ た 作 業 具 ４ と 、 前 記 モ ー タ ３ か ら 回 転 軸 ５ ま で の 動 力 伝 達 系
に 一 体 回 転 自 在 に 設 け ら れ た 係 合 体 ６ と 、 こ の 係 合 体 ６ に 係 脱 自 在 に 係 合 し て 前 記 回 転 軸
５ の 回 転 を ロ ッ ク す る ロ ッ ク 部 材 ７ と を 備 え て お り 、 前 記 ロ ッ ク 部 材 ７ は ケ ー シ ン グ ２ を
内 外 方 向 に 貫 通 し て い て ケ ー シ ン グ ２ か ら 外 側 へ 突 出 し た 端 部 に 係 合 方 向 に 人 為 押 動 す る
操 作 部 ７ Ａ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ れ に よ っ て 、 操 作 部 ７ Ａ を 使 っ て ロ ッ ク 部 材 ７ を ケ ー シ ン グ ２ の 外 側 か ら 人 為 操 作 し て
係 合 体 ６ に 係 合 す る と 、 回 転 軸 ５ の 回 転 を ロ ッ ク す る こ と が で き 、 作 業 具 ４ の 取 り 替 え 等
の 作 業 を 簡 便 に で き る 。
第 ３ に 、 前 記 係 合 体 ６ は ケ ー シ ン グ ２ 内 の 回 転 軸 ５ 上 に 嵌 合 固 定 さ れ る 円 筒 形 状 で か つ 軸
心 と 直 交 す る 係 合 孔 ６ Ａ を 形 成 し て お り 、 前 記 ロ ッ ク 部 材 ７ は 前 記 係 合 体 ６ の 係 合 孔 ６ Ａ
に 先 端 が 係 脱 可 能 な ピ ン 形 状 で か つ ケ ー シ ン グ ２ に 貫 通 し て お り 、 こ の ロ ッ ク 部 材 ７ を 離
脱 方 向 に 付 勢 す る 付 勢 手 段 ８ を 設 け て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ れ に よ っ て 、 工 具 を 簡 単 な 構 造 に 構 成 で き 、 加 工 、 組 立 て 等 も 容 易 に で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
図 １ ～ ３ に お い て 、 回 転 工 具 １ は ハ ン ド エ ア ー グ ラ イ ン ダ を 例 示 し て お り 、 大 別 し て 、 ケ
ー シ ン グ ２ と 、 こ の ケ ー シ ン グ ２ に 内 蔵 さ れ た モ ー タ ３ と 、 ケ ー シ ン グ ２ に 支 持 さ れ て い
て モ ー タ ３ に よ っ て 回 転 駆 動 さ れ る 回 転 軸 ５ と 、 こ の 回 転 軸 ５ の 外 端 に 装 着 さ れ た 作 業 具
４ と を 有 し 、 ロ ッ ク 装 置 １ １ が 設 け ら れ て い る 。
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ケ ー シ ン グ ２ は 、 側 面 視 略 Ｌ 字 形 状 で 、 長 辺 部 分 が 手 持 ち 用 の 把 持 部 ２ Ａ と な っ て い て 、
外 周 に 滑 り 止 め カ バ ー １ ２ が 被 覆 さ れ て お り 、 こ の 把 持 部 ２ Ａ の 内 部 に モ ー タ ３ が 内 蔵 さ
れ 、 短 辺 部 分 に 回 転 軸 ５ が モ ー タ ３ の 軸 心 と 直 交 し て 回 転 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
前 記 ケ ー シ ン グ ２ の 長 辺 部 分 の 端 部 に は バ ル ブ リ ン グ １ ３ Ａ を 有 す る バ ル ブ 装 置 １ ３ が 装
着 さ れ 、 圧 縮 空 気 供 給 用 の エ ア ー ホ ー ス が 接 続 可 能 に な っ て お り 、 こ の バ ル ブ 装 置 １ ３ 内
か ら 短 辺 部 分 近 傍 ま で モ ー タ ３ の ロ ー タ １ ４ が 挿 入 さ れ て い て 、 ケ ー シ ン グ ２ 及 び バ ル ブ
装 置 １ ３ に よ っ て 回 転 自 在 に 支 持 さ れ 、 こ の ロ ー タ １ ４ に ブ レ ー ド １ ５ が 挿 入 さ れ 、 ロ ー
タ １ ４ の 先 端 に ベ ベ ル ピ ニ オ ン １ ６ が 装 着 さ れ て い る 。
前 記 回 転 軸 ５ は 、 ケ ー シ ン グ ２ の 短 辺 部 分 に 図 １ で は 上 下 方 向 に 配 置 さ れ 、 上 下 軸 受 １ ９
、 ２ ０ に よ っ て 回 転 自 在 に 支 持 さ れ 、 上 下 方 向 （ 軸 方 向 ） 中 途 位 置 に は ロ ー タ １ ４ の ベ ベ
ル ピ ニ オ ン １ ６ と 噛 合 し た ベ ベ ル ギ ヤ ２ １ が 装 着 さ れ て い て 、 ロ ー タ １ ４ か ら 回 転 軸 ５ へ
回 転 を 直 角 に 伝 動 す る 動 力 伝 達 系 が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
回 転 軸 ５ は 、 前 記 上 下 軸 受 １ ９ 、 ２ ０ 及 び ベ ベ ル ギ ヤ ２ １ を 嵌 装 し た 状 態 で ケ ー シ ン グ ２
の 短 辺 部 分 の 端 部 （ 下 端 部 ） か ら 内 部 に 挿 入 し 、 固 定 ナ ッ ト ２ ２ を 短 辺 部 分 の 端 部 に 螺 合
し て 抜 け 止 め を し て い る 。
こ の 回 転 軸 ５ の 外 端 に は 受 け 体 ２ ３ が 嵌 合 さ れ 、 こ の 受 け 体 ２ ３ と 押 さ え 体 ２ ４ と で 作 業
具 （ 砥 石 等 ） ４ を 挟 み 、 押 さ え 体 ２ ４ に 嵌 入 し た 取 り 付 け ネ ジ （ 六 角 孔 付 き ボ ル ト ） ２ ５
を 回 転 軸 ５ に 螺 合 す る こ と に よ り 、 作 業 具 ４ を 回 転 軸 ５ の 外 端 に 一 体 回 転 自 在 に か つ 着 脱
自 在 に 装 着 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
前 記 受 け 体 ２ ３ は 外 周 面 に 六 角 形 部 ２ ３ Ａ （ 又 は 平 行 二 平 面 ） を 有 し て お り 、 こ の 六 角 形
部 ２ ３ Ａ は ス パ ナ が 係 合 可 能 で あ り 、 ス パ ナ を 係 合 す る こ と に よ り 、 回 転 軸 ５ の 回 転 は 阻
止 さ れ 、 取 り 付 け ネ ジ ２ ５ の 締 弛 が 可 能 に な り 、 作 業 具 ４ の 着 脱 が 可 能 に な る 。
ケ ー シ ン グ ２ の 長 辺 部 分 と 短 辺 部 分 の 交 差 部 に は 凹 部 ２ Ｂ が 形 成 さ れ 、 こ の 凹 部 ２ Ｂ に ロ
ッ ク 装 置 １ １ が 設 け ら れ て い る 。 こ の ロ ッ ク 装 置 １ １ は 、 回 転 軸 ５ の 内 方 端 （ 上 端 ） に 設
け ら れ た 係 合 体 ６ と 、 ケ ー シ ン グ ２ の 角 部 に 設 け ら れ た ロ ッ ク 部 材 ７ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
係 合 体 ６ は 円 筒 部 材 で 形 成 さ れ 、 回 転 軸 ５ の 内 方 端 に 嵌 合 し て キ ー 着 さ れ て お り 、 そ の 軸
心 と 直 交 す る 係 合 孔 ６ Ａ が 貫 通 形 成 さ れ て い て 、 外 周 に ２ カ 所 の ロ ッ ク 部 材 ７ 係 合 用 の 孔
を 形 成 し て い る 。
ケ ー シ ン グ ２ の 前 記 角 部 に は 回 転 軸 ５ の 軸 心 に 対 し て 直 交 す る 貫 通 孔 ２ ８ が 形 成 さ れ 、 こ
の 貫 通 孔 ２ ８ に ブ ッ シ ュ ２ ９ が 嵌 入 装 着 さ れ 、 こ の ブ ッ シ ュ ２ ９ に ロ ッ ク 部 材 ７ が 挿 通 さ
れ る と と も に 抜 け 止 め も さ れ て い る 。
ロ ッ ク 部 材 ７ は ピ ン 形 状 で あ り 、 そ の 先 端 （ 内 端 ） は 前 記 係 合 体 ６ の 係 合 孔 ６ Ａ に 係 脱 自
在 に 形 成 さ れ 、 外 端 に は 操 作 部 材 ３ ０ が 固 定 さ れ て い て 、 操 作 部 ７ Ａ を 形 成 し て い る 。 ロ
ッ ク 部 材 ７ に は ブ ッ シ ュ ２ ９ と 操 作 部 ７ Ａ と の 間 に コ イ ル ス プ リ ン グ が 嵌 装 さ れ 、 ロ ッ ク
部 材 ７ を 離 脱 方 向 に 付 勢 す る 付 勢 手 段 ８ を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
前 記 操 作 部 材 ３ ０ は 凹 部 ２ Ｂ 内 に 位 置 し 、 ケ ー シ ン グ ２ の 長 辺 部 分 の 外 面 よ り 突 出 し な い
よ う に 、 ま た 短 辺 部 分 の 外 面 よ り 突 出 し な い よ う に 配 置 さ せ 、 回 転 工 具 の 障 害 突 起 と な ら
な い よ う に し て お く こ と が 好 ま し い 。
前 記 回 転 工 具 １ は 、 バ ル ブ リ ン グ １ ３ Ａ を 回 動 操 作 す る こ と に よ り 、 エ ア ー ホ ー ス か ら 圧
縮 空 気 が バ ル ブ 装 置 １ ３ 内 に 入 り 、 モ ー タ ３ に 供 給 さ れ て ロ ー タ １ ４ を 駆 動 す る 。 ロ ー タ
１ ４ の 回 転 は １ 対 の ベ ベ ル ピ ニ オ ン １ ６ 及 び ベ ベ ル ギ ヤ ２ １ を 介 し て 直 交 す る 回 転 軸 ５ に
伝 達 さ れ 、 回 転 軸 ５ の 外 端 の 作 業 具 ４ を 回 転 駆 動 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
前 記 作 業 具 ４ を 取 り 替 え る 場 合 、 人 手 で 把 持 部 ２ Ａ を 把 持 し な が ら 、 ロ ッ ク 装 置 １ １ の 操
作 部 ７ Ａ を 人 差 し 指 等 の 指 で 押 動 操 作 す る 。 こ の 操 作 部 ７ Ａ を 付 勢 手 段 ８ に 抗 し て 押 動 操
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作 す る と 、 ロ ッ ク 部 材 ７ は 軸 心 方 向 に 移 動 し て 係 合 体 ６ の 係 合 孔 ６ Ａ に 係 合 し 、 動 力 伝 達
系 の 構 成 部 材 で あ る 回 転 軸 ５ を 回 転 阻 止 状 態 に ロ ッ ク す る 。 こ の ロ ッ ク 状 態 を 維 持 し て 、
取 り 付 け ネ ジ ２ ５ を 弛 め て 作 業 具 ４ を 離 脱 さ せ る 。
ロ ッ ク 部 材 ７ が 係 合 孔 ６ Ａ に 係 合 し 難 い 場 合 は 、 作 業 具 ４ を 介 し て 回 転 軸 ５ を 回 動 す れ ば
、 略 １ ８ ０ 度 以 内 で 係 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ロ ッ ク 装 置 １ １ は 機 能 的 に は 受 け 体 ２ ３ の 六 角 形 部 ２ ３ Ａ と 同 様 で あ る が 、 ス パ ナ 等 の 回
動 道 具 は 不 要 で あ り 、 ケ ー シ ン グ ２ を 持 つ 手 で ロ ッ ク 部 材 ７ を 操 作 す る こ と が で き 、 回 転
軸 ５ を ロ ッ ク し て い る か 否 か も 一 目 瞭 然 と な り 、 ロ ッ ク 解 除 は 操 作 部 ７ Ａ か ら 指 を 離 す だ
け で で き る 。
な お 、 本 発 明 は 前 記 実 施 形 態 に お け る 各 部 材 の 形 状 及 び そ れ ぞ れ の 前 後 ・ 左 右 ・ 上 下 の 位
置 関 係 は 、 図 １ ～ ３ に 示 す よ う に 構 成 す る こ と が 最 良 で あ る 。 し か し 、 前 記 実 施 形 態 に 限
定 さ れ る も の で は な く 、 部 材 、 構 成 を 種 々 変 形 し た り 、 組 み 合 わ せ を 変 更 し た り す る こ と
も で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
例 え ば 、 回 転 工 具 １ と し て は 、 手 持 ち の で き な い 設 置 式 で も よ く 、 モ ー タ ３ に 圧 縮 空 気 モ
ー タ を 使 っ た 空 気 工 具 の 他 に 、 電 動 モ ー タ を 使 っ た 電 動 工 具 で も よ く 、 ド リ ル 、 動 力 レ ン
チ 等 の 作 業 具 ４ を 装 着 す る も の で も よ い 。
係 合 体 ６ は 、 回 転 軸 ５ の 軸 方 向 中 途 位 置 又 は ロ ー タ に 設 け た り 、 そ れ ら に 装 着 さ れ た ギ ヤ
に 係 合 孔 ６ Ａ を 形 成 し て 兼 用 化 し た り し て も よ く 、 係 合 孔 ６ Ａ を 係 合 体 ６ の 周 囲 に １ カ 所
の み 又 は ３ カ 所 以 上 設 け た り 、 係 合 孔 ６ Ａ の 代 わ り に 有 底 凹 部 を 形 成 し た り し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 係 合 体 ６ に 係 合 孔 ６ Ａ を 回 転 軸 ５ と 平 行 に 穿 孔 し 、 ロ ッ ク 部 材 ７ も ケ ー シ ン グ ２ の
角 部 上 面 か ら 回 転 軸 ５ と 平 行 に 挿 入 し 、 回 転 軸 ５ と 平 行 な 操 作 力 で ロ ッ ク 部 材 ７ を 係 合 体
６ に 係 合 す る よ う に し て も よ い 。
さ ら に 、 回 転 軸 ５ の 回 転 を ロ ッ ク す る の は 、 作 業 具 ４ の 取 り 替 え 以 外 に 、 作 業 具 ４ 、 ワ ー
ク 等 の 点 検 時 に も 行 っ て 、 回 転 軸 ５ が 不 本 意 に 回 転 し な い よ う に し て お く の に も 有 用 で あ
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 詳 述 し た 本 発 明 に よ れ ば 、 動 力 伝 達 系 の 回 転 停 止 を ケ ー シ ン グ の 外 側 か ら 人 為 的 に 簡
単 に 行 う こ と が で き 、 そ れ に よ っ て 作 業 具 の 取 り 替 え 等 の 作 業 が 簡 便 に で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 示 す 全 体 断 面 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 要 部 の 拡 大 断 面 側 面 図 あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の Ｘ 矢 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 　 回 転 工 具
２ 　 　 　 　 ケ ー シ ン グ
２ Ａ 　 　 　 把 持 部
３ 　 　 　 　 モ ー タ
４ 　 　 　 　 作 業 具
５ 　 　 　 　 回 転 軸
６ 　 　 　 　 係 合 体
６ Ａ 　 　 　 係 合 孔
７ 　 　 　 　 ロ ッ ク 部 材
７ Ａ 　 　 　 操 作 部
８ 　 　 　 　 付 勢 手 段
１ １ 　 　 　 ロ ッ ク 装 置
１ ３ 　 　 　 バ ル ブ 装 置
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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